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香取市都市計画マスタープラン香取市都市計画マスタープラン 第１回第１回 地域別懇談会地域別懇談会

▼▼次次 第第

１．開１．開 会会

２．主催者あいさつ２．主催者あいさつ

３．出席者紹介３．出席者紹介

４．地域別懇談会開催の趣旨説明４．地域別懇談会開催の趣旨説明

５．懇談内容５．懇談内容

(1)(1)都市計画ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝについて都市計画ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝについて

(2)(2)市及び各区の現況と課題市及び各区の現況と課題

(3)(3)意見交換意見交換

６．閉会６．閉会

【市民】

・広報等

【香取市】
・「庁内検討部会」を設置し、総合計画等の将来計
画を踏まえ、検討していきます。

・担当部署：建設部 都市計画課 都市計画班

【地域別懇談会】

・各区で開催

【地域協議会】

※都市計画マスタープランの検討内容を説明する
とともに、ご意見をいただきます。

香取市都市計画マスタープランの策定体制

【策定委員会】：市民、学識経験者、行政により構成

※都市計画マスタープランの内容を検討する機関
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都市計画マスタープランとは都市計画マスタープランとは

１）都市計画とは・・・１）都市計画とは・・・

より良い都市を形成していくためのまちづくり

の基本的なルールとなるものです。

都市計画法という

法律で定められて

います。

具体的には・・・・具体的には・・・・ 都市の範囲

→都市計画区域

市街地の範囲

→用途地域

道路や公園など

→都市施設
→都市計画決定

ルールとして決定
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▼▼都市計画区域とは都市計画区域とは

人や物の動き、都市の発展の見通しなど
から、一体の都市として捉え、総合的に整
備・開発・保全することが必要な範囲

▼▼用途地域とは用途地域とは
・都市計画区域において、計画的に都市的土地・都市計画区域において、計画的に都市的土地
利用を行う区域に指定利用を行う区域に指定
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▼▼都市施設とは都市施設とは

・道路や公園など、都市を支える施設のこと・道路や公園など、都市を支える施設のこと

・都市計画決定により、将来的な整備が担保・都市計画決定により、将来的な整備が担保

▼▼都市計画決定とは都市計画決定とは

○○用途地域や都市施設等を法的に定める用途地域や都市施設等を法的に定める
ことこと

○○市民の意見を十分に反映していくため市民の意見を十分に反映していくため
の手続きが必要の手続きが必要

※※社会経済状況等の変化に応じ、見直し社会経済状況等の変化に応じ、見直し
ていくことが可能ていくことが可能
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２）都市計画マスタープランとは・・・２）都市計画マスタープランとは・・・

○○都市計画法に定められた「市町村の都市計都市計画法に定められた「市町村の都市計
画に関する基本的な方針」画に関する基本的な方針」

総合計画の将来像

元気と笑顔があふれるまち

一人ひとりの市民が輝く
活気みなぎる
やすらぎの郷

香取

○○総合計画に即して定めます総合計画に即して定めます

３）香取市都市計画マスタープラン３）香取市都市計画マスタープラン
についてについて

今後の香取市としてのまちづくりの方向性は、今後の香取市としてのまちづくりの方向性は、
市域全域を対象として検討することが必要市域全域を対象として検討することが必要

また、合併後の香取市のまちづくりを考える、また、合併後の香取市のまちづくりを考える、
良い機会良い機会

※※香取市都市計画マスタープランでは、香取市都市計画マスタープランでは、

香取市全域を対象に検討を行います香取市全域を対象に検討を行います
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香取市の都市計画の状況香取市の都市計画の状況

都市計画区域・・都市計画区域・・

・佐原区・佐原区

・小見川区・小見川区

の全域の全域

佐原区の都市計画等佐原区の都市計画等
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小見川区の都市計画等小見川区の都市計画等
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香取市の現況と課題香取市の現況と課題

○○位置位置

・東京都心から約・東京都心から約7070ｋｍ圏ｋｍ圏

・千葉市から約・千葉市から約5050ｋｍ圏ｋｍ圏

・成田空港と鹿島臨海工業地帯の中間・成田空港と鹿島臨海工業地帯の中間

・市域面積は・市域面積は262.31262.31ｋｋ㎡㎡ （県で４番目）（県で４番目）
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○○人口人口
・人口：・人口：87,37287,372人、世帯数：人、世帯数：27,26427,264世帯世帯

（平成（平成1717年国勢調査）年国勢調査）

・・人口は平成人口は平成77年以降、減少している。年以降、減少している。

総人口・総世帯数の推移（香取市）
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・高齢化が進行している・高齢化が進行している

年齢3区別の推移（香取市）
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○○産業産業 ［農業］［農業］

・経営耕地面積、農家数は減少、耕作放棄地は・経営耕地面積、農家数は減少、耕作放棄地は
増加増加

香取市

10,144
9,527

8,999
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○○産業産業 ［商業］［商業］

・商店数、従業者数、年間販売額は減少・商店数、従業者数、年間販売額は減少

香取市

1,605 1,447 1,324
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○○産業産業 ［工業］［工業］
・事業所数は減少、従業者数、製造品出荷額等・事業所数は減少、従業者数、製造品出荷額等
は増加は増加

香取市

160
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4,078 4,122

10,46812,105
11,554
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事業所数（数） 従業者数（人） 製造品出荷額等（千万円）

佐原の大祭

道の駅くりもと 紅小町の郷

○○産業産業 ［観光］［観光］

城山公園鯉のぼりまつり

香取神宮
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・観光客数は増加・観光客数は増加

・ほとんどが日帰客で、宿泊客は減少・ほとんどが日帰客で、宿泊客は減少

香取市

24,046
23,664 23,584

5,152,529

5,295,409

5,868,769

5,176,575

5,319,073

5,892,353

23,000

24,000

25,000

26,000

27,000

28,000

29,000

30,000

平成17年 平成18年 平成19年

4,500,000

5,500,000

6,500,000

宿泊客数 日帰客数 観光客数（計）

○○土地利用土地利用

・農地、山林が市域の約７割・農地、山林が市域の約７割
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○○商業地商業地

・佐原駅、小見川駅周辺および国県道等の沿道・佐原駅、小見川駅周辺および国県道等の沿道
に形成に形成

・空洞化など、機能が低下している。・空洞化など、機能が低下している。

佐原駅周辺 沿道商業 小見川駅周辺

○○工業地工業地

・小見川工業団地が形成されている。その他に・小見川工業団地が形成されている。その他に
まとまった工業地はない。まとまった工業地はない。

・新たな企業誘致先となる用地の確保が課題・新たな企業誘致先となる用地の確保が課題

小見川工業団地
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○○住宅地住宅地

・市街地（用途地域）や田園の中に多様な・市街地（用途地域）や田園の中に多様な
住宅地が形成住宅地が形成

・立地条件や周辺の環境に配慮した住環・立地条件や周辺の環境に配慮した住環
境の向上をはかることが課題境の向上をはかることが課題

○○交通交通
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・利根川を横断する橋梁付近など、市街地・利根川を横断する橋梁付近など、市街地
で渋滞が発生で渋滞が発生

・市内を連絡する道路網の形成（国道・市内を連絡する道路網の形成（国道356356号号
バイパスの整備など）バイパスの整備など）

国道356号バイパス

・・市街地周辺市街地周辺は一方通行がは一方通行が
多く、わかりにくい多く、わかりにくい

・都市計画道路（・都市計画道路（1717路線）路線）
改良率：約改良率：約4141％％

（佐原区、小見川区）（佐原区、小見川区）
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○○公共交通公共交通

・・ 鉄道利用者の減少鉄道利用者の減少

・・ 佐原駅、小見川駅の老朽化、バリアフリー化佐原駅、小見川駅の老朽化、バリアフリー化
対策および駅利用者の利便性の向上対策および駅利用者の利便性の向上

佐原駅 小見川駅

・・ 路線バスの利用者の減少、運行路線・便数路線バスの利用者の減少、運行路線・便数

の減少の減少
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○○公園・緑地・水辺空間公園・緑地・水辺空間

・計画的な公園整備を進・計画的な公園整備を進
めることが課題めることが課題

・市南部の緑や利根川、・市南部の緑や利根川、
与田浦、黒部川等の水与田浦、黒部川等の水
辺空間の保全と活用が辺空間の保全と活用が
課題課題

公園のイメージ

水辺空間（与田浦）

○○上水・下水上水・下水

・水道普及率の向上と施設の老朽化対策・水道普及率の向上と施設の老朽化対策

・計画的な汚水処理対策が課題・計画的な汚水処理対策が課題

下水処理場 農業集落排水処理施設
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○○景観景観

・市街地内の歴史的な町並み、田園風景、水郷・市街地内の歴史的な町並み、田園風景、水郷
地帯など、良好な景観の維持・保全地帯など、良好な景観の維持・保全

歴史的な町並み 田園風景
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佐原区の現況と課題佐原区の現況と課題

区の面積区の面積 ：： 119.88119.88ｋｋ㎡㎡（市域の約（市域の約4646％）％）

○○人口人口

・人口：・人口：45,96545,965人（市の約人（市の約5353％）％）

・世帯数：・世帯数：14,77614,776世帯（市の世帯（市の5454％）％） （（H17H17国勢調査）国勢調査）

・・平成平成77年以降、人口は減少年以降、人口は減少しています。しています。

人口・世帯数の推移（旧佐原市）
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・高齢化の進行・高齢化の進行

年齢3区別の推移（佐原区）

21% 18% 16% 14% 13%

66%
66% 65%

64% 63%

15%
13%

18% 22%
24%

昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年

65歳以上

15歳～64歳

15歳未満

○○産業産業 ［農業］［農業］

・経営耕地面積、農家戸数は減少、耕作放棄地は増加・経営耕地面積、農家戸数は減少、耕作放棄地は増加

佐原区

4,834
4,609 4,423
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経営耕地面積(ha） 耕作放棄地(ha） 農家戸数（戸）
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○○産業産業 ［商業］［商業］

・市内で最も商業機能が集積・市内で最も商業機能が集積

・商店数、従業者数、年間販売額は減少・商店数、従業者数、年間販売額は減少

・商業機能の強化が課題・商業機能の強化が課題
佐原区

952 856 792

4,835 4,637
4,272

11,404

9,581
8,955

0
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商店数（店） 従業員数（人） 年間販売額（千万円）

○○産業産業 ［工業］［工業］

・事業所数、従業者数は減少、製造品出荷額等・事業所数、従業者数は減少、製造品出荷額等
は増加は増加

佐原区
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○○産業産業 ［観光］［観光］

・香取神宮、水郷佐原水生植物園、小野川沿・香取神宮、水郷佐原水生植物園、小野川沿
いなど多様な観光資源が点在いなど多様な観光資源が点在

・香取神宮、水郷佐原水生植物園の観光客数・香取神宮、水郷佐原水生植物園の観光客数
はわずかに減少はわずかに減少

・小野川沿いは、活発な市民活動等もあり、観・小野川沿いは、活発な市民活動等もあり、観
光客数は増加光客数は増加

・観光資源の魅力の向上、また、各観光資源・観光資源の魅力の向上、また、各観光資源
のネットワーク化が課題のネットワーク化が課題
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○○土地利用土地利用

・農地、山林等が・農地、山林等が区区域の約７割域の約７割

※※香取神宮周辺、佐原公園周辺には、良好な自香取神宮周辺、佐原公園周辺には、良好な自
然環境を維持する風致地区が指定然環境を維持する風致地区が指定

・中心市街地の活性化など、・中心市街地の活性化など、
商業機能の充実が課題商業機能の充実が課題

→→佐原本宿耕地地区の整備佐原本宿耕地地区の整備

→→主要な道路沿道の活用主要な道路沿道の活用

○○商業地商業地

・・佐原駅周辺および国県道等の沿道に形成佐原駅周辺および国県道等の沿道に形成

 

本宿耕地地区 

整備済み 

４車線整備中区間 
国道 356 号 

（都）3・4・8 

（都）3・4・4 
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○○工業地工業地

・まとまった工業地はなく、小規模な事業所・まとまった工業地はなく、小規模な事業所
等が点在等が点在

・企業誘致先となる用地の確保が課題・企業誘致先となる用地の確保が課題

○○住宅地住宅地

・用途地域内や田園の中に形成・用途地域内や田園の中に形成

→→市街地の密集住宅地の改善市街地の密集住宅地の改善

→→田園型居住地の住環境の維持、向上田園型居住地の住環境の維持、向上
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・用途地域（約・用途地域（約6.756.75ｋｋ㎡㎡）が指定）が指定

→→佐原本宿耕地地区など、土地利用に佐原本宿耕地地区など、土地利用に合わ合わ

せた用途地域の見直しが課題せた用途地域の見直しが課題

用途地域の検討用途地域の検討
→→本宿耕地地区本宿耕地地区

○○交通交通
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・水郷大橋付近など市街地で渋滞が発生・水郷大橋付近など市街地で渋滞が発生

・市街地内は一方通行が多く、わかりにくい。・市街地内は一方通行が多く、わかりにくい。

・幅員の狭い未改良区間があり、排水機能がな・幅員の狭い未改良区間があり、排水機能がな
い道路も多い。い道路も多い。

・佐原区都市計画道路９路線の改良率：約・佐原区都市計画道路９路線の改良率：約3939％％

→→未整備区間の必要性、実現性の検討が課題未整備区間の必要性、実現性の検討が課題

（小野川沿いの町並みとの調和など）（小野川沿いの町並みとの調和など）

小野川沿いの歴史的まちなみ

重要伝統的建造物群保存地区

都市計画道路未整備区間
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○○公共交通公共交通

・鉄道利用者の減少・鉄道利用者の減少

・佐原駅の老朽化、バリアフリー化対策と利用者・佐原駅の老朽化、バリアフリー化対策と利用者
の利便性の向上の利便性の向上

・路線バスの利用者の減少、運行路線・便数の・路線バスの利用者の減少、運行路線・便数の
減少減少
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○○公園・緑地・水辺空間公園・緑地・水辺空間

・計画的な公園整備を進めることが課題・計画的な公園整備を進めることが課題

・利根川、与田浦等の水辺空間等の保全と活用・利根川、与田浦等の水辺空間等の保全と活用

○上水・下水

・水道普及率の向上と施設の老朽化対策

・計画的な汚水処理対策が課題

○景観
・歴史的な景観、香取神宮周辺等の良好な緑、

水郷地帯など、良好な景観の維持・保全
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○○香取市都市計画マスタープランの香取市都市計画マスタープランの

策定について策定について

このマスタープランは、市民の皆さんのご意見このマスタープランは、市民の皆さんのご意見
を踏まえ、作成を進めていきます。を踏まえ、作成を進めていきます。

今後も、ご協力、よろしくお願い致します。今後も、ご協力、よろしくお願い致します。

香取市香取市 都市計画課都市計画課
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小見川区の現況と課題小見川区の現況と課題

小見川小見川区の面積区の面積 ：： 61.8461.84ｋｋ㎡㎡（市域の約（市域の約2424％）％）

○○人口人口

・人口：・人口：25,39925,399人（市の約人（市の約2929％）％）

・世帯数：・世帯数：8,1748,174世帯（市の約世帯（市の約3030％）％） （（H17H17国勢調査）国勢調査）

・・平成平成77年以降、人口は減少年以降、人口は減少しています。しています。

人口・世帯数の推移（旧小見川町）
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・高齢化の進行・高齢化の進行

年齢3区別の推移（小見川区）

22% 18% 15% 14% 12%

67%
68%

68% 67% 66%

14%12%
17% 20% 22%

昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年

65歳以上

15歳～64歳

15歳未満

○○産業産業 ［農業］［農業］

・経営耕地面積、農家数は減少、耕作放棄地は・経営耕地面積、農家数は減少、耕作放棄地は

増加増加

小見川区
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○○産業［商業］産業［商業］
・商店数、従業者数、年間販売額は減少・商店数、従業者数、年間販売額は減少

小見川区

475 442 386
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○○産業［工業］産業［工業］

・事業所数、従業者数は減少、製造品出荷額等・事業所数、従業者数は減少、製造品出荷額等
は増加は増加
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○○産業［観光］産業［観光］

・主な観光資源は、・主な観光資源は、

小見川城山公園、小見川城山公園、

花火大会など花火大会など

・小見川城山公園の観光客は横ばい・小見川城山公園の観光客は横ばい

（年間約（年間約30,00030,000人）人）

・観光客数は・観光客数は、他区と比べて、他区と比べて最も少ない。最も少ない。

・黒部川や・黒部川やまほろばの里まほろばの里等の既存の観光資源の等の既存の観光資源の
活用や新たな観光資源の発掘が課題活用や新たな観光資源の発掘が課題
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○○土地利用土地利用

・農地、山林等が・農地、山林等が区区域の約６割域の約６割

○○商業地商業地

・小見川駅周辺および本郷・野田地区などの・小見川駅周辺および本郷・野田地区などの
主要な道路沿道に形成主要な道路沿道に形成

→→小見川駅周辺では住宅の建設が進展小見川駅周辺では住宅の建設が進展

○○工業地工業地

・区の西側に小見川工業団地が整備されている・区の西側に小見川工業団地が整備されている
が、その他にはまとまった工業地はないが、その他にはまとまった工業地はない

→→小見川工業団地の活性化、新たな企業誘小見川工業団地の活性化、新たな企業誘

致先の確保が課題致先の確保が課題
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○○住宅地住宅地

・用途地域内や田園の中に形成・用途地域内や田園の中に形成

→→周辺の環境に配慮しつつ、住環境の周辺の環境に配慮しつつ、住環境の

向上をはかることが課題向上をはかることが課題

・用途地域（約・用途地域（約3.803.80ｋｋ㎡㎡）が指定）が指定
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・用途地域・用途地域 （小見川駅周辺）（小見川駅周辺）

○○交通交通
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・小見川大橋の橋梁付近など市街地で渋滞が発・小見川大橋の橋梁付近など市街地で渋滞が発
生生

・幅員の狭い未改良区間があり、排水機能がな・幅員の狭い未改良区間があり、排水機能がな
い道路も多い。い道路も多い。

・都市計画道路・都市計画道路88路線の改良率：約路線の改良率：約4545％％

→→未整備区間の必要性、実現性の検討が課題未整備区間の必要性、実現性の検討が課題

○○公共交通公共交通

・鉄道利用者の減少・鉄道利用者の減少

・小見川駅の老朽化、バリアフリー化対策と利用・小見川駅の老朽化、バリアフリー化対策と利用
者の利便性の向上者の利便性の向上
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・路線バスの利用者の減少、運行路線・便数の・路線バスの利用者の減少、運行路線・便数の
減少減少

○○公園・緑地・水辺空間公園・緑地・水辺空間
・計画的な公園整備を進めることが課題・計画的な公園整備を進めることが課題

・緑や利根川、黒部川等の水辺空間の保全と・緑や利根川、黒部川等の水辺空間の保全と

活用活用
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○○上水・下水上水・下水

・水道普及率の向上と施設の老朽化対策・水道普及率の向上と施設の老朽化対策

・計画的な汚水処理対策が課題・計画的な汚水処理対策が課題

○○景観景観

・黒部川沿いの町並み、良好な緑、水郷地帯・黒部川沿いの町並み、良好な緑、水郷地帯
などの良好な景観の維持・保全などの良好な景観の維持・保全

○○香取市都市計画マスタープランの香取市都市計画マスタープランの

策定について策定について

このマスタープランは、市民の皆さんのご意見このマスタープランは、市民の皆さんのご意見
を踏まえ、作成を進めていきます。を踏まえ、作成を進めていきます。

今後も、ご協力、よろしくお願い致します。今後も、ご協力、よろしくお願い致します。

香取市香取市 都市計画課都市計画課
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山田山田区の現況と課題区の現況と課題

区の面積区の面積 ：： 51.5451.54ｋｋ㎡㎡（市域の約（市域の約2020％）％）

○○人口人口

・人口：・人口：10,77810,778人（市の約人（市の約1212％）％）

・世帯数：・世帯数：2,8392,839世帯（市の約世帯（市の約1010％）％） （（H17H17国勢調査）国勢調査）

・昭和・昭和6060年以降、人口は減少年以降、人口は減少しています。しています。

人口・世帯数の推移（旧山田町）
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・高齢化の進行・高齢化の進行

年齢3区別の推移（山田区）

20% 18% 15% 14% 12%

65%
64%

63% 61% 62%

26%25%22%
15% 18%

昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年

65歳以上

15歳～64歳

15歳未満

○○産業［農業］産業［農業］

・経営耕地面積、農家数は減少、耕作放棄地は・経営耕地面積、農家数は減少、耕作放棄地は
増加増加
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・商店数は減少、従業者数、年間販売額は増加・商店数は減少、従業者数、年間販売額は増加

○○産業［商業］産業［商業］

山田区
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・事業所数、製造品出荷額等は減少、従業者数・事業所数、製造品出荷額等は減少、従業者数
は増加は増加

○○産業［工業］産業［工業］

山田区
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○○産業［観光］産業［観光］

・主な観光資源は・主な観光資源は((有有))風土村、橘ふれあい公園風土村、橘ふれあい公園
等等

・・ ((有有))風土村、橘ふれあい公園への観光客数は風土村、橘ふれあい公園への観光客数は
わずかに減少わずかに減少

・・ ((有有))風土村は風土村は年間年間約約2020万人と市にとっても貴万人と市にとっても貴
重な観光資源となっている。重な観光資源となっている。

・農業との連携など、観光資源の魅力の向上が・農業との連携など、観光資源の魅力の向上が
課題課題
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・農地、山林等が区域の約７割・農地、山林等が区域の約７割

○○土地利用土地利用

○○商業地商業地

・大規模な商業施設やまとまった商業地は・大規模な商業施設やまとまった商業地はなな

く、小規模な商店が点在く、小規模な商店が点在

・（有）風土村は観光客等の利用も多く、観・（有）風土村は観光客等の利用も多く、観

光拠点となっている。光拠点となっている。

・生活サービスを担う商業機能の充実が課題・生活サービスを担う商業機能の充実が課題
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○○工業地工業地

・区内に点在する既存工場の維持、活性化・区内に点在する既存工場の維持、活性化

・新たな産業の誘致についての検討が課題・新たな産業の誘致についての検討が課題

○○住宅地住宅地

・昔からの集落を中心に形成・昔からの集落を中心に形成

・周辺の環境に配慮しつつ、住環境の向上をは・周辺の環境に配慮しつつ、住環境の向上をは
かることが課題かることが課題

○○交通交通
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・幅員の狭い未改良区間があり、排水機能がな・幅員の狭い未改良区間があり、排水機能がな
い道路も多い。い道路も多い。

○○公共交通公共交通

・路線バスの運行路線・便数の減少・路線バスの運行路線・便数の減少
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○○公園・緑地・水辺空間公園・緑地・水辺空間
・橘ふれあい公園の魅力の向上・橘ふれあい公園の魅力の向上

・山林や田園等の良好な環境の保全・山林や田園等の良好な環境の保全

・「・「まほろばのまほろばの里」の活用里」の活用

○○上水・下水上水・下水

・水道普及率の向上・水道普及率の向上

・計画的な汚水処理対策が課題・計画的な汚水処理対策が課題

○○景観景観

・一団の農地や谷津田などの良好な景観・一団の農地や谷津田などの良好な景観
の維持・保全の維持・保全
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○○香取市都市計画マスタープランの香取市都市計画マスタープランの

策定について策定について

このマスタープランは、市民の皆さんのご意見このマスタープランは、市民の皆さんのご意見
を踏まえ、作成を進めていきます。を踏まえ、作成を進めていきます。

今後も、ご協力、よろしくお願い致します。今後も、ご協力、よろしくお願い致します。

香取市香取市 都市計画課都市計画課
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栗源栗源区の現況と課題区の現況と課題

区の面積区の面積 ：： 29.0529.05ｋｋ㎡㎡（市域の約（市域の約1111％）％）

○○人口人口

・人口：・人口：5,1905,190人（市の約人（市の約66％）％）

・世帯数：・世帯数：1,4751,475世帯（市の約世帯（市の約55％）％） （（H17H17国勢調査）国勢調査）

・・平成平成22年以降、人口は減少年以降、人口は減少しています。しています。

人口・世帯数の推移（旧栗源町）
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・高齢化の進行・高齢化の進行

年齢3区別の推移（栗源区）

18% 17% 16% 15% 12%

66% 65% 62% 61%
62%
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○○産業［農業］産業［農業］

・経営耕地面積、農家数は減少、耕作放棄地は・経営耕地面積、農家数は減少、耕作放棄地は
増加増加
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・商店数は横ばい、従業者数、年間販売額は増・商店数は横ばい、従業者数、年間販売額は増
加加

栗源区
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○○産業［商業］産業［商業］

・事業所数は横ばい、従業者数、製造品出荷・事業所数は横ばい、従業者数、製造品出荷
額等は増加額等は増加
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○○産業［工業］産業［工業］
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○○産業［観光］産業［観光］

・主な観光資源は、道の駅くりもと、クラインガ・主な観光資源は、道の駅くりもと、クラインガ
ルデン栗源などルデン栗源など

・道の駅くりもとの観光客は増加・道の駅くりもとの観光客は増加

・農業と連携した観光機能の充実や新たな観・農業と連携した観光機能の充実や新たな観
光資源の発掘が課題光資源の発掘が課題

・農地、山林等が区域の約７割・農地、山林等が区域の約７割

○○土地利用土地利用
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○○商業地商業地

・集落地や主要な道路沿道に小規模店舗等が・集落地や主要な道路沿道に小規模店舗等が
点在（まとまった商業地はない）点在（まとまった商業地はない）

・道の駅くりもとは利用者も多く、観光拠点となっ・道の駅くりもとは利用者も多く、観光拠点となっ
ている。ている。

・生活サービスを担う商業機能の充実が課題・生活サービスを担う商業機能の充実が課題

・大関地区の土砂採取跡地の一団の未利用・大関地区の土砂採取跡地の一団の未利用
地の有効利用の検討が課題地の有効利用の検討が課題

○○工業地工業地

・区内に点在する既存工場の維持、活性化・区内に点在する既存工場の維持、活性化

○○住宅地住宅地

・昔からの集落を中心として形成・昔からの集落を中心として形成

・周辺の環境に配慮しつつ、住環境の向上を・周辺の環境に配慮しつつ、住環境の向上を
はかることが課題はかることが課題
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○○交通交通

・幅員の狭い未改良区間があり、排水機能がな・幅員の狭い未改良区間があり、排水機能がな
い道路も多い。い道路も多い。
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○○公共交通公共交通

・路線バスの運行路線・便数の減少・路線バスの運行路線・便数の減少

○○公園・緑地・水辺空間公園・緑地・水辺空間

・栗山川ふれあいの里公園の活用・栗山川ふれあいの里公園の活用

・山林や田園等の良好な環境の保全・山林や田園等の良好な環境の保全
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○○上水・下水上水・下水

・水道普及率の向上・水道普及率の向上

・計画的な汚水処理対策が課題・計画的な汚水処理対策が課題

○○景観景観

・一団の農地や谷津田などの良好な景観の維・一団の農地や谷津田などの良好な景観の維
持・保全持・保全

○○香取市都市計画マスタープランの香取市都市計画マスタープランの

策定について策定について

このマスタープランは、市民の皆さんのご意このマスタープランは、市民の皆さんのご意
見を踏まえ、作成を進めていきます。見を踏まえ、作成を進めていきます。

今後も、ご協力、よろしくお願い致します。今後も、ご協力、よろしくお願い致します。

香取市香取市 都市計画課都市計画課
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